
今後の研究連携の

可能性について

2023年2月15日(水)

京都大学防災研究所巨大災害研究センター

廣井 慧

スマート IoT 推進フォーラム
技術戦略検討部会

第１４回テストベッド分科会



防災ITをとりまくコンセプトトレンド

リアルタイムデジタルツイン
Real-time digital twin

投資効率の最大化
Maximize investment efficiency

防災要素技術の
柔軟な連携

Flexible federation

被災者アウェアネスと双方向性
Sufferer Awareness & interactivity

AI、DLの利活用
Effective use of AI & DL

多元的データフュージョン
Multidimensional data fusion
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①シミュレーションスタディ

Simulation Study
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②解析技術の開発、試験

Development and test of analysis tech

File System Access (API可)
＋

Clock Free（時刻の進み方を意識しない）
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③シミュレータの開発、試験

Development and test of simulator

④要素システムの開発、試験

Development and test of component

File System Access
＋

World/Virtual Clock

Network Access
＋

World/Virtual Clock

[Clock Free]
Loop:
read
compute
write

[World Clock]
Loop:
wait until next
read
compute
write

Network Access
＋

World/Virtual Clock (Strict)

wait until nextは
長くてもOK

wait until nextは
システムの実時間
に合わせる

wait until nextは
長くてもOK

CyRealの実現と利用に向けた段階的な高度化
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個々のシステムの計算結果を相互にデータ交換・同期を実現するしくみ

概念実証：減災オープンプラットフォームARIA

避難対象者の
シミュレータ

氾濫解析
シミュレータ

道路冠水
シミュレータ

スマートフォン
エミュレータ

観測システム
（河川）

被害予測の導出・活用

観測システム
（降水）

避難経路提示
システム

連携基盤による統合化
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コンセプトトレンドの概念実証：ARIA

ビジュアライザ
（ジオラマ上に可視化）

被害予測

スマートフォンの
シミュレーション

連携基盤

避難対象者の
シミュレーション
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ARIAの構成

連
携
基
盤

センサ
システム

氾濫解析
シミュレータ

道路冠水
シミュレータ

避難対象者の
シミュレータ

被害予測 ビジュアライザ

意思決定・テストベッドオペレータ・デベロッパ・訓練利用者

避難経路
提示システム

スマートフォン
エミュレータ

道路情報DB
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pARIAのもつ本質的な特性：プラットフォーム性

防災ITテストベッドの開発

様々なシステム

技術連携のプラットフォーム
ステークホルダーの
連携プラットフォーム

異分野の連携プラットフォーム

様々な
シミュレータ

様々なセンサシステム

新しい

システム
の試験

新しい
アプリの
試験

A市 B市

自治体企業

サービス
提供

公共

サービス

自動運転等

他の防災
プラットフォーム

他災害

他分野への
展開と相互
活用

様々な企業、自治体との連携様々なシステム、
シミュレータとの連携

企業 企業
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【ARIA PoC】

VR 避難
シミュレーショ
ン

避難者の属性を
考慮した
避難誘導アプリ

・コスト、工数、工期の削減による投資効率の最大化

・検証環境の提供、モジュール分割による研究開発の活性化

ARIA PoCのテストベッド的利用

データ・
サービス
連携

データ・
サービス
連携
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ARIAの活用事例①
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ARIAの活用事例②
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【ARIA PoC】

VR 避難
シミュレーショ
ン

避難者の属性を
考慮した
避難誘導アプリ

ARIA PoCのテストベッド的利用

・コスト、工数、工期の削減による投資効率の最大化

・検証環境の提供、モジュール分割による研究開発の活性化

データ・
サービス
連携

データ・
サービス
連携
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まとめ

社会システムへの適用を通じた

CyReal実現への経験のフィードバック

•連続性のサポートが重要

•ユーザがどのような利用を求めているか

•協調連携による柔軟な利用
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